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＜別紙：L-グルタミン酸アンモニウム 安全性試験結果＞ 

 
試験 
種類 動物種 試験期間 投与 

方法 
動物数 

/群 被験物質 投 与 量 試 験 結 果 参照

No
L-グルタミン酸ア

ンモニウム 2 
 

ラット雄 LD50：9,100 mg/kg 体重 
ラット雌 LD50：8,300 mg/kg 体重 
マウス雄 LD50：6,300 mg/kg 体重 
マウス雌 LD50：5,900 mg/kg 体重 

L-グルタミン酸カ

リウム 
ラット雄 LD50：8,500 mg/kg 体重 
ラット雌 LD50：7,900 mg/kg 体重 
マウス雄 LD50：7,700 mg/kg 体重 
マウス雌 LD50：8,100 mg/kg 体重 

L-グルタミン酸カ

ルシウム 
ラット雄 LD50：18,200 mg/kg 体重 
ラット雌 LD50：14,700 mg/kg 体重 
マウス雄 LD50：13,300 mg/kg 体重 
マウス雌 LD50：13,800 mg/kg 体重 

L-グルタミン酸マ

グネシウム 
ラット雄 LD50：18,000 mg/kg 体重 
ラット雌 LD50：19,000 mg/kg 体重 
マウス雄 LD50：14,900 mg/kg 体重 
マウス雌 LD50：15,200 mg/kg 体重 

ラット 
マウス 
 

単回投与 強 制

経口 
雌雄各 10 匹 

L-グルタミン酸ナ

トリウム 

不明 

ラット雄 LD50：17,300 mg/kg 体重 
ラット雌 LD50：15,800 mg/kg 体重 
マウス雄 LD50：17,700 mg/kg 体重 
マウス雌 LD50：16,400 mg/kg 体重 

14
15

L-グルタミン酸ナ

トリウム 
ラット LD50：19,900 mg/kg 体重 

急
性
毒
性 

ラット 
マウス 
ウサギ 

単回投与 経口 不明 

L-グルタミン酸 

不明 

ラット LD50：16,600 mg/kg 体重 
マウス LD50：16,200 mg/kg 体重 
マウス LD50：19,200 mg/kg 体重 
マウス LD50：12,961 mg/kg 体重 
ウサギ LD50：2,300 mg/kg 体重＜ 
 

9 

マウス 715 日間 混餌 
 

雄各 100 匹 0、1、4% (0、
1500 、 6,000
mg/kg 体重/日
1） 

死亡率、血液学的検査、組織学的検査、腫瘍発生率

に有意な差は認められなかった。 
9 
16

ラット 12 週齢か

ら 2 年間 
混餌 
 

雌雄各 35 あ

るいは 40 匹 

L- グルタミン

酸、L-及び DL-
グルタミン酸ナ

トリウム 
0、0.1%、0.4%
(0 、 50 、 200
mg/kg 体重/日
1） 

体重、摂餌量、一般行動、生存率、血液学的検査、

臓器重量、組織学的検査に有意な差は認められなか

った。また、腫瘍の発生率に群間による差は認めら

れなかった。 

9 
18
 

ラット 10 週間 混餌 雄各 10 L-グルタミン酸

ナトリウム 
0、5.83%（0、
2,915 mg/kg
体重/日 1） 

有意な体重増加の抑制、尿の pH の上昇、クレアチ

ニン濃度の減少、ナトリウムイオン濃度の上昇、膀

胱上皮の単純性過形成が認められた。 

19

反
復
投
与
毒
性 

及
び 

発
が
ん
性 

ラット 90 日間 経口 雄各 5 匹 L-（天然）、D-
（合成）及び L-
（合成）グルタ

ミン酸ナトリウ

ム 

0、20、200、
2,000 mg/kg
体重/日 

体重、臓器重量及び組織学的検査に変化は認められ

なかった。 
9 
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試験 
種類 動物種 試験期間 投与 

方法 
動物数 

/群 被験物質 投 与 量 試 験 結 果 参照

No
ラット 13 週間 混餌 雄各 10 L-グルタミン酸

ナトリウム 
0、6%（0、3,000 
mg/kg 体重/日
1） 
塩基：NaHCO3

（ 1.6% ； 800
mg/kg 体 重 /
日）、ＫHCO3

（2.5%；1,250
mg/kg 体重/日
1） 
酸 ： NH4Cl
（ 1.0% ； 500 
mg/kg 体重/日
1） 

ＫHCO3 とともに投与した群にのみ、膀胱及び腎臓

の粘膜上皮の過形成が有意に認められた。 
20

ラット 104 週間 混餌 
 

雌雄各 40 匹 グルタミン酸ナト

リウム 
0、1、2、4%（0、
500、1,000、
2,000 mg/kg
体重/日 1） 
対照群：プロピ

オン酸ナトリ

ウム（2.05%；

1,025 mg/kg
体重/日） 

4%投与群及びプロピオン酸ナトリウム投与群で、飲

水量、尿量及び尿中ナトリウム量が増加傾向を示し、

雄では 60 週以降で体重が低値傾向を示した。 
摂餌量、体重、一般状態、血液学的ならびに血液生

化学的検査及び血清グルタミン酸含量で差は認めら

れず、また、組織学的に明らかな異常所見は認めら

れていない。 
12 週及び 104 週目に腎盂部及び腎臓の皮髄境界部

に限局的な石灰沈着が散発的に観察された。 

9 
21

ラット 104 週間 混餌 雌雄各 50 匹 
（5 週齢） 

L-グルタミン酸

ナトリウム 
0、0.6、1.25、
2.5、5%（0、
231、481、975、
1,982（雄）、0、
268 、 553 、

1,121 、 2,311
（雌） mg/kg
体重/日） 

2.5%及び 5%投与群：尿検査で pH とナトリウム濃

度が雌雄とも高い傾向を示したが、カリウム濃度で

は雌雄とも低い傾向を示した。 
5%投与群：体重は雄で 98 週以降に、雌で 90 週以

降に有意な増加抑制あるいは抑制傾向を示した。尿

検査では、尿量が雄で 1、3、24 ヶ月後に高値を示

した。臓器重量では、雌雄ともに腎臓の比重量が、

また雄にのみ膀胱の比重量が有意に増加していた。

一般状態や摂餌量、生存率、血液学的検査では群間

に明らかな差は認められなかった。各臓器の腫瘍発

生率については投与群と対照群の間に有意な差は認

められなかった。 

22 

反
復
投
与
毒
性 

及
び 

発
が
ん
性 

（
続
き
） 

ビーグル

犬 
104 週間 混餌 雌雄各 5 匹 L-グルタミン酸

ナトリウム 
0、2.5、5、10%
（ 0 、 625 、

1250 、 2,500
mg/kg 体重/日
1） 
対照群：プロピ

オン酸ナトリ

ウム（5.13%；

1,282.5 mg/kg
体重/日） 

投与から 26、52、78、104 週後に実施した尿検査で

は、投与群、プロピオン酸ナトリウム投与群でとも

に尿量及びナトリウム排泄量が上昇傾向を示した

が、尿濃縮能は正常であった。 
体重、摂餌量、一般行動、心電図、眼科学的検査、

血液学的及び血液生化学的検査、臓器重量、組織学

的検査、死亡率に影響は認められなかった。 

9 
23

ラット 妊娠末期 混餌 不明 L-グルタミン酸 0、2%（0、1,000
mg/kg 体重/日
1） 

吸収胚数、生存胎児数、胎児体重及び胎児の内部器

官と骨格検査を実施し、差は認められなかった。 
9 
24
 生

殖
発
生
毒
性 

マウス 2 週間混餌

投与後 F1

世代を出産

させ、90 日

齢時点でF2

世代を出産 

混餌 雌雄各 2～5
匹 

L-グルタミン酸

ナトリウム 
0、2、4% (0、
4,000 、 8,000
mg/kg 体 重 /
日） 

親動物及び F1 動物の体重及び摂餌量に差は認めら

れなかった。性周期や妊娠期間、F1 及び F2 世代の

児数、児体重、親動物及びF1世代の臓器重量や主要

臓器（脳、眼を含む）の組織学的検査、F2児の成長

に異常は認められなかった。 

9 
25
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試験 
種類 動物種 試験期間 投与 

方法 
動物数 

/群 被験物質 投 与 量 試 験 結 果 参照

No
マウス 組織学的検

査は F3 世

代 で 出 生

0、3、14 及

び 21 日に

実施 

混餌 雄 17 匹、雌

51 匹 
L-グルタミン酸

ナトリウム 
 

0、1、4% (雄 0、
1,500 、 6,000 
mg/kg 体 重 /
日 、 雌 0 、

1,800 、 7,200 
mg/kg 体 重 /
日） 

母動物の摂餌量は授乳期に著しく増加し、L-グルタ

ミン酸ナトリウムの摂取量は最大で 25,000 mg/kg
体重/日まで増加した。 
受胎能、妊娠率、生存率、哺育率に投与の影響は認

められず、F3世代の離乳までに実施した組織学的検

査でも投与に関連した変化は観察されなかった。 

9 

マウス 10 日間 不明 雌 24～30 匹 L-グルタミン酸

ナトリウム 
 

0、5.2、24、
112 、 520 
mg/kg 体重 

妊娠、着床数、母動物及び胎児の生存率、胎児体重、

その他の指標に明らかな影響は認められなかった。

9 

ウサギ 15 日間 経口 9 匹 L-グルタミン酸

ナトリウム 
 

0、25 mg/kg 体

重/日 
。 
受胎率、同腹児数及び哺育率に投与の影響は認めら

れなかった。投与群の胎児体重は対照群に比べ僅か

に低かったが、児の精巣、卵巣及び副腎、母動物の

卵巣、副腎、肝臓、腎臓及び脾臓の重量は対照群と

の間に差は認められなかった。児の外表及び骨格検

査においても異常は観察されなかった。また、投与

群の流産及び吸収胚の発言頻度は対照群と同様であ

った。流産胎児に外表及び骨格異常は観察されなか

った。 

9 

生
殖
発
生
毒
性 

（
続
き
） 

ラット 妊娠 6～15
日 

経口 雌 25 匹 L-グルタミン酸

カリウム 
0、4.5、21、97、
450 mg/kg 体

重 

妊娠、母動物及び胎児の生存率、異常胎児の発現率

に投与の影響は認められなかった。 
9 

DNA 修復試験 
（Rec-assay） 
(‐S9mix) 

Bacilus 
subtilis  
H17 (rec+) 
M45 (rec-) 

100、200、400 
mg/mL 

陰性。 14

復帰突然変異試験 
(+/‐S9mix) 

S. 
typhimurium 
TA1535 
TA1537 
TA1538 
TA92 
TA94 
TA98 
TA100 
WP2uvrA 

10 、 1000 、

20,000 
μg/plate 

S9mix の有無に関わらず陰性。 14

復帰突然変異試験 
(+/‐S9mix) 

S. 
typhimurium 
TA1535 
TA1537 
TA1538 

0.145、0.29、
0.58%(w/v) 

S9mix の有無に関わらず陰性。 26

In vitro 
 

遺伝子変換試験 
(+/‐S9mix) 

S. cerevisiae 
D4 

L-グルタミン酸

アンモニウム 2

1.25、2.5、5 % 
(w/v) 

S9mix の有無に関わらず陰性。 26

遺
伝
毒
性 

In vitro 
 

復帰突然変異試験 
(+/‐S9mix) 

Salmonella 
typhimurium 
TA94 
TA97 
TA98 
TA100 
TA102  
TA2637 

L-グルタミン酸 最高濃度2,000 
μg/plate 

S9mix の有無に関わらず陰性。 27
28
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試験 
種類 動物種 試験期間 投与 

方法 
動物数 

/群 被験物質 投 与 量 試 験 結 果 参照

No
復帰突然変異試験 
(+/‐S9mix) 

S. 
typhimurium 
TA1535 
TA1537 
TA1538 
TA98 
TA100 

1.25 、 2.5 、

5.0% (w/v) 
S9mix の有無に関わらず陰性。 29

遺伝子変換試験 
(+/‐S9mix) 

S. cerevisiae 
D4 

1.25 、 2.5 、

5.0% (w/v) 
S9mix の有無に関わらず陰性。 29

 
染色体異常試験 
(‐S9mix) 

CHL 

L-グルタミン酸

最高濃度2,000 
μg/mL 

陰性。 27
30

復帰突然変異試験 
(+/‐S9mix) 

S. 
typhimurium 
TA1535 
TA1537 
TA1538 
TA98 
TA100 

0.00625 、

0.0125 、

0.025% (w/v)

S9mix の有無に関わらず陰性。 31

In vitro 
 

遺伝子変換試験 
(+/‐S9mix) 

S. cerevisiae 
D4 

L-グルタミン酸

塩酸塩 

0.7 、 1.4 、

2.8 %(w/v) 
S9mix の有無に関わらず陰性。 31

ラット 宿主経由試験 
14 日間強制経口

投与 

S. 
typhimurium 
G46 

0、0.2、5.7 g/kg
体重/日 

陰性。 32

マウス 優性致死試験 
単回強制投与し、

投与後直ちに交配 

 

L-グルタミン酸

ナトリウム 
 

0、2.7、5.4 g/kg
体重 

優性致死の有意な増加は認められず、陰性の結果が

得られている。 
33

DNA 修復試験 
（Rec-assay） 
(‐S9mix) 
 

Bacilus 
subtilis  
H17 (rec+) 
M45 (rec-) 
 

100、200、500 
mg/mL  
 

陰性。 
 

14
 

復帰突然変異試験 
(+/‐S9mix) 

S. 
typhimurium 
TA1535 
TA1537 
TA1538 
TA92 
TA94 
TA98 
TA100  
E. Coli 
WP2uvrA 

10 、 1000 、

20000 
μg/plate 

S9mix の有無に関わらず陰性。 14

復帰突然変異試験 
(+/‐S9mix) 

S. 
typhimurium 
TA1535 
TA1537 
TA1538 

0.75、1.5、3.0% 
(w/v) 

S9mix の有無に関わらず陰性。 34

遺
伝
毒
性 

（続
き
） 

In vitro 
 

遺伝子変換試験 
(+/‐S9mix) 

S. cerevisiae 
D4 

L-グルタミン酸

カリウム 

1.25 、 2.5 、

5.0 %(w/v) 
S9mix の有無に関わらず陰性。 34
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試験 
種類 動物種 試験期間 投与 

方法 
動物数 

/群 被験物質 投 与 量 試 験 結 果 参照

No
ラット（幼

若） 
 混餌  L-グルタミン酸  中等量（200 mg/日；約 1.3 g/kg 体重/日）では学習

を促進させるが、高用量（400 mg/日；約 2.6 g/kg
体重/日）では過度の異常活動や無秩序な行動を惹起

した。 

35生
化
学
・
一
般
薬
理 

マウス（新

生児） 
 経口  L-グルタミン酸

ナトリウム 
 ED50は約 500 mg/kg 体重であるが、耐薬性が認め

られる最大量は約 60 mg/kg 体重とされている。 
9 

   L-グルタミン酸

ナトリウム 
 CRS に対する感受性は女性の方で高いという報告

もあるが、二重盲検法による臨床試験において、CRS
との間に有意な相関関係は無いとの成績が得られて

いる。 

9 
13
35
36

10～12 時

間 
経口 2 名（中華料

理を摂取後

12 時間に気

管支喘息の発

作患者） 

L-グルタミン酸

ナトリウム 
2.5 g 最大呼気流速（PEFR）の減少が認められた。 

  45 名（アジア

料理の摂取後

に喘息発作を

起こした病歴

をもつ患者） 

L-グルタミン酸

ナトリウム 
 喘息の惹起試験が実施されているが、陽性の反応は

みられなかった。 

  109 名（グル

タミン酸ナト

リウムの摂取

による喘息発

作がみられな

かった喘息患

者 

L-グルタミン酸

ナトリウム 
 喘息の惹起試験が実施されているが、陽性の反応は

みられなかった。 

38 

 経口 不明 L-グルタミン酸

ナトリウム 
1.2～12 g 皮膚の灼熱感（胸部に始まり頸部、上腕部に広がる）、

顔面のこわばり、胸痛の一部が、投与 12～25 分後

に発現した。 

ヒト 
 

 静 脈

内 
不明 L-グルタミン酸

ナトリウム 
25～125 mg 皮膚の灼熱感（胸部に始まり頸部，上腕部に広がる）、

顔面のこわばり、胸痛が、投与 17～20 秒後に発現

した。症状の発現は静脈内投与の場合の方が鋭敏で、

たとえば 21 g の経口摂取で症状の発現がなかった

例において、50 mg の静脈内投与で典型的な症状を

示したとされている。 

ヒ
ト
に
お
け
る
知
見 

ヒト 不明 静 脈

内 
不明 L-グルタミン酸

ナトリウム 
500 mg 胸痛を示した例について心電図の検査を実施した

が、異常所見はなかった。 

13 

 
                                                           
1  JECFA で用いられている換算値を用いて摂取量を推定 (参照 17)  

種 最終体重 
(kg) 

摂餌量 
(g/動物/日) 

摂餌量 
(g/kg体重/日)

マウス 0.02 3 150 
ラット 0.4 20 50 
イヌ 10 250 25 

 
2 投与物質に網掛け（ ）がされているものは、今回の評価品目である。 
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